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須賀庸夫教授を偲ぶ
商学部教授北島忠男
　1994年11月26日に須賀庸夫教授が不帰の客となられてから，はや1年の歳月が過ぎようと
している。時移り事去るとはいえ，今になっても，商学部にとって得難い研究・教育者を若く
して失ってしまったことは，誠に痛恨の極みというほかに言葉を知らない。
　須賀教授は1961年4月に明治大学付属明治高等学校に入学されて以来，明治大学商学部一
明治大学大学院商学研究科修士過程一博士過程と明治大学の全教育過程を辿られ，その終了と
同時に明治大学商学部の助手となられ，その後，専任講師一助教授一教授と昇格され明治大学
での学問研究と学生教育とに専念される道を歩まれた名実ともに生粋の明治っ子であった。こ
のため，はやくから故三上富三郎博士門下の俊英として，その将来を大いに嘱望されたかたで
あった。
　商学部における須賀教授の専攻科目はマーケティング管理論である。その学問研究はマーケ
ティング理論の科学性の追及であり，その精緻化であり，さらにソーシャル・マーケティング
思想を組み込んだマーケティング管理論の構築であったといえよう。大学院在籍中でのオルダ
ーソンの機能論に関する分析研究を手始めに，レーザー，バーテルズ，ハント，コトラーなど，
主としてアメリカでのこの領域の研究者たちの多くの理論について分析・研究・批判を重ねら
れ，行動科学的アプローチを加味しながらマーケティング管理における意思決定プロセスと環
境との対応を論ずるなど，須賀教授独自の理論展開を試み，学会でも高い評価を受けていたと
ころであった。
　商学部における学生の指導・教育の面においては，担当科目についての講義はもちろん，ゼ
ミナールでの親身ある懇切な学生との接触や指導を通じてその成果を十分に発揮された。また，
1979年からは明治大学マーケティング研究会の会長を勤めるなどして，課外活動においても学
生指導にたいする情熱を燃やされていた。
　こうした研究・教育活動に加えて，明治大学教職員組合の役員として青年部部長を務められ
るなど，教職員の研究・生活条件の改善にも努力を傾注された。さらに，学会活動では日本商
業学会の幹事として長年に亘ってその職に精励されるなど，大学の内外においても積極的かつ
広範にその活動を積み重ねられた。
　須賀教授とは教授が大学院生であった頃から交際を重ねさせて頂き，結婚式にもお招き頂い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iii
たが，そのお人柄はあくまでも温厚，学問を愛し人を愛しまた酒を愛した人生だったといえよ
う。何かにことよせては同学の人達と酒席をもうけ盃を傾け合いながら談論に花咲かすことも
多かったが，話すほどに酔うほどに，時として踊り出すこともあるという洒脱な心をも持ち合
わせた，誠に愛すべき情熱的な少壮研究者であった。
　明治大学での教員生活はちょうど20年間であったが，健康を害されて1984年に最初の入院
生活を送られてからは，入退院を繰り返しながら，研究と学生教育に精励されることとなった。
そうした教授のお姿は，はた目にも，ときとして悲壮なものにさえ映ってみえた。ご家族の皆
様の御心痛とご努力は如何ばかりかと，陰ながらご案じ申し上げていたところであった。
　大学院在籍当初からその将来を大きく嘱望された須賀教授は，あまりにも短いときの経過の
中で研究・教育への情熱を燃焼させ，その業なかばにして，教職員や教え子たち，多くの人た
ちに強烈な印象を残され，はやばやと幽明境を異にされてしまった。いくたびくり返しても誠
に痛恨の極みというほかに言葉を知らない。須賀庸夫教授追悼号の発刊に際し，教授のご冥福
を謹んでお祈り申し上げるとともに，これからの我々の商学部における学問研究と教育への一
層の精進をお誓いして，須賀教授への哀悼の言葉とさせていただきたいと思う。
